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               審   査   の   要   旨 
 
 カラマツ属各種は、高緯度地域と山岳域において優占林を広く形成するものであり、重要な森
林資源となっている。本審査対象論文において著者は、北東アジアのカラマツ属の内、モンゴル
の森林－草原移行域に分布するシベリアカラマツ林と日本の山岳域のカラマツ林を対象として
その森林動態を明らかにした。モンゴルの森林－草原移行域に分布するシベリアカラマツ林につ
いては、シベリアカラマツの生理生態学的研究があるものの、森林動態や林縁効果については研
究例がほとんどなく、森林－草原移行域における林縁効果を明らかにしたことは、シベリアカラ
マツ林の動態に関する新知見として森林生態学的に評価できる。また、日本のカラマツ林につい
ても、分布モデリングの成果と森林動態の成果を結び付けることで、北方系の樹種であるカラマ
ツが最終氷期以降も本州中部で存続可能だった要因として、急傾斜地における地表攪乱の重要性
を指摘するに至っている。これらの成果は、北方林の森林生態学的研究として、学術的に高く評
価できる。 
 
 平成３１年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
